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AIによる業務自動化が、
働き方や生産性を変える

日本テレワーク協会
ンガちゃん



ICT(情報通信技術)を活用した
場所や時間にとらわれない柔軟な働き方であるテレワークを、

広く社会に普及・啓発することにより
個人に活力とゆとりをもたらし、企業・地域が活性化できる

調和のとれた日本社会の持続的な発展に寄与する。

日本テレワーク協会について
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1991年に「日本サテライトオフィス協会」として設立され、2000年に現名称へと改称

30年以上の歴史と信頼

日本におけるテレワーク普及促進の中心的役割を担う



協会の理念

＜日本テレワーク協会の理念＞

情報通信技術（ ICT）を活用した、場所と時間にとらわれない柔軟な働
き方である「テレワーク」を、広く社会に普及・啓発することにより、 個人
に活力とゆとりをもたらし、企業・地域の活性化による調和のとれた日
本社会の持続的な発展に寄与する

個人の働きやすい
働き方・幸せな働き

方の実現

生産性の向上・企業
者組織の業績アップ

持続的な社会の実
現



自己紹介させて下さい
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• 宮崎県の出身です。中央区日本橋に20年住んでいます。

• NTTに約３０年勤めていました

• 得意分野はWEBの法人向けソリューション です（２５年間
やってきました）

• 中小企業診断士、ファイナンシャルプランニング技能士１
級、最近はロングステイアドバイザーと取得し、今、社会保
険労務士の勉強中です。資格は３０代でとりましたが、力不
足で会社員に留まりました 。

• 趣味は走ることと山登りをすること、ゴルフはお付き合い程
度。日本橋から新潟まで走っていったこともあります

• 日本テレワーク協会に来て一番良かったことは、ワーケー
ションついでに全国を旅し、山に登ったり走ったりできること

• 尊敬するタレントは増田明美さん



https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001989216.pdf

国土交通省　令和７年度　テレワーク人口実態調
査
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https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001878996.pdf

国土交通省　令和６年度　テレワーク人口実態調
査
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https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/telework-survey10.pdf

株式会社パーソル総合研究所　第十回・テレワークに関する調査より

https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/telework-survey10.pdf


https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/pdf/00zentai.pdf

総務省　令和７年版　情報通信白書
テレワーク・オンライン会議の利用状況（個人・国際比
較）
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時間あたり労働生産性（日本生産性本部）
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2023年に人口３／４のドイツにGDPを抜かれる



 デジタル化の取組状況（各国比較）

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/pdf/n21b0000.pdf

総務省　令和７年版　情報通信白書



年間労働時間（国別）

出典：OECD (https://stats.oecd.org/) "Average annual hours actually 
worked per worker" 2023年8月現在
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北欧の働く環境、日本との比較

日本と同様、
似ている

日本とは
異なる

メリット
いいこと

デメリット
課題

女性が仕事で活
躍

男性育児休職が普
及
休暇は2週間以上

部下を管理しない

失敗OK
組織がフラット

特に若手のメンタルヘルスは要注意

仕事をしすぎる人がいる

ジョブ型
（業務が形式知化）

勤務時間管理を実施

人件費が高額

従業員満足度調査をしている

職場のレクレーションあり

燃え尽き症候群発生

ES調査を元に面談

デジタル化が進んでいる

拒否権あり

手段を示さない

行政もテレワーク
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内閣府　令和７年版高齢社会白書
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令和７年版　高齢社会
白書（全文）（PDF版）

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2025/zenbun/pdf/1s2s_01.pdf
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2025/zenbun/pdf/1s2s_01.pdf


https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/telework-survey10.pdf

株式会社パーソル総合研究所　第十回・テレワークに関する調査より

https://rc.persol-group.co.jp/wp-content/uploads/thinktank/data/telework-survey10.pdf


働き方イノベーション部会　検討状況

３．【見えない不安】テクノロジーがもたらす新しいマネジメントと生産性

３．【見えない不安】テクノロジーがもたらす新しいマネジメントと生産性

【報道発表】働き方イノベーション部会<br>「出社回帰」の先にある、テクノロ
ジーが導く未来の働き方についてホワイトペーパーを発行！｜お知らせ｜日
本テレワーク協会

https://japan-telework.or.jp/news/newsrelease_20260609/
https://japan-telework.or.jp/news/newsrelease_20260609/
https://japan-telework.or.jp/news/newsrelease_20260609/


導入の検
討と経営
判断

推進体制
の構築

現状把握
（業務分
析）

導入に向
けた具体
的推進

試行導入 効果測定 本格導入

1. 導入範囲（対象者）
2. 形態（在宅／モバイル／サテライトオフィス）
3. 労務管理制度の見直し
4. 社内制度・ルールの整備
5. システムの準備（セキュリティ）
6. 文書の電子化
7. 執務環境の整備
8. 教育・研修（意識改革）

テレワーク導入プロセス

かつては
コロナ禍で
いきなり！も。

概ね半年から１年間かけて本格導入



テレワークを急遽やったが、成果が・・・という場合

良かったこと、
課題を洗い出

し

洗い出した課
題のグルーピ
ングと優先順

付け

緊急性と重要
性でポジショ
ニング分析

改善プラン作
成

実行 見直し

経営者層、管理職、担当者、
それぞれの立場で、フラット
に良かった点、悪かった点
を洗い出してください。
立場によって見方が異なるの
は当然ですので、あらゆる意
見を否定せず、まずはできる
だけたくさんの意見を集める
ようお願いします。

重要

緊急

繰り返し

PCの動きが遅い

連絡し難い

人事評価基準が合わない

就業規則
接続が手間

会議で話さ
ない人が
居る

ハンコが要る Plan

DoCheck

Action

話し相手が
欲しい

家の作業環
境が悪い お金がかかる

家の住所を知
られたくない



仕事はどう変わっていくの
か



サーバーセンターで作業をするとしたら



①現状業務の整理
　↓
②AI適用対象の選定
　↓
③PoC（試験導入）
　↓
④業務プロセス設計（人×AIの役割分担）
　↓
⑤本番導入
　↓
⑥運用・改善（継続的チューニング）

AI導入プロセス

テレワーク導入事例では、
不可欠な業務とそうでない業務をふりわけるこ
とは大きな果に！

こんな、無駄な仕事をしていた
のか？！



労働力構造はどうなっていく
か



【考察】テレワーク社会で就業がどう変わるか

＜従来＞

＜テレワーク社会：一億総活躍社会＞

就職先を考える
説明会へ参
加
面談する

転職する

１：１

１：n

何が自分の幸せか
自分に何ができるか
を考える

やってみる キャリアアップする
仕事の仕方を変えてみる

転勤する

売り手の交渉力拡大

会社の決定には逆らえない・・・
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働き方の多様性に対応するた
めに

どうしても必要な人

短時間で効率的に仕事をする人

ほど、専属雇用で（き）なくなる



働き方の多様性に対応するた
めに



【考察】業務の範囲

PJ管理 検収

基本設計 詳細設計 コーディング 試験

PJ管理

検収スマホ試験

試験票作成

詳細設計

コーディング

１社だけの案件

複数社の案
件
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AI’s impact on work is often measured by the time required 
for tasks that systems can reliably complete. 

時代の変化を客観的に見てみ
よう



企業のHRに求められるこ
と



企業のHRに求められるこ
と



自分の働き方について考えよ
う

一次  はたらく人の幸せの7因子

はたら
く 幸せ  
実感

⼦⼦成⼦因⼦
（新たな学び）

他者承認因 ⼦
（⾃てもらえてる）

他者貢献因 ⼦
（誰かのため）

⼦⼦裁量因⼦
（マイペース）

リフレッシュ因
⼦
（ほっとひと息）

チームワー
ク 因⼦

（ともに歩む）

役割認識因 ⼦
（⾃分ゴト）


